
新たに発生が確認された病害虫(*)、今後の発生に注意を要する病害虫等

（１） 病害虫一覧

農作物名 病害虫名 発生地域 発生確認年月 発生・被害の概要等

ねぎ 腐敗病 十和田市 令和６年８月 ８月下旬、出荷調整中のねぎにおいて

(病原菌： 葉身内部が褐変腐敗する症状が認められ

Burkholderia た。腐敗部位から分離された細菌の病原

cepacia)＊ 性、細菌学的性状解析、および遺伝子解

析を行った結果、Burkholderia cepacia

によるネギ腐敗病であることが明らかと

なった。

（野菜研究所、上北農業普及振興室）

きゅうり ホモプシス根腐 五所川原市 令和６年８～ 五所川原市では、無加温栽培ハウス２

病＊ 鶴田町 ９月 棟において、１棟（クラージュ／台木Ｇ

ＴⅡ）では地上部の萎れ（80坪ハウスの

1/4程度）とともに、根部に疑似微小菌

核の形成が確認された。もう１棟（クラ

ージュ／台木ぞっこん）では地上部の萎

れはなかったが、根部に疑似微小菌核の

形成が確認された。

鶴田町では、露地栽培圃場２か所（秀

林／バトラー）において、萎れや黄化症

状とともに、根部に疑似微小菌核の形成

が確認された。

（農林総合研究所、西北農業普及振興室）

だいず イチモンジカメ 黒石市 令和６年７～ ７月第１週～９月第１週にかけて、フ

ムシ＊ つがる市（木 ９月 ェロモントラップに本種が誘殺された。

造） いずれも１～２頭程度が断続的に誘殺さ

れたのみであり、実際の被害は判然とし

ない。

（農林総合研究所）


